
管路・とう道料金算定根拠

（ＮＴＴ東日本）
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Ⅰ　とう道又は管路に係る負担額

  とう道又は管路の負担額の算定にあたっては、正味の帳簿価額をベースとすることから、料金表 第２ 網改造料 ２－１ 算出式の「取得固定資産価額」を

「正味固定資産価額」に読み替え、適用するものとする。なお、正味価額ベースの設備管理運営費の算定については以下のとおりとする。

１．年額料金の算定に係る比率

設備管理運営費比率〔正味固定資産価額ベース・中継伝送路に係る設備の土木設備〕（減価償却費除き） （単位：百万円）

区            分

①取得固定資産価額

②減価償却累計額

③正味固定資産価額

④設備管理運営費

（再掲）⑤減価償却費

⑥設備管理運営費（減価償却費除き）

⑦設備管理運営費比率

「網使用料算定根拠」記載の（別紙６）中継伝送路に係る設備の固定資産明細表よ
り （建物・構築物・土地・建設仮勘定除く）

①－②

（中継伝送路に係る設備の内訳の土木設備を適用）

⑥／③

中継伝送路に
係る設備

123,367

103,153

20,214

1,145

3,092

0.153

「網使用料算定根拠」記載の（別紙５）中継伝送路に係る設備の費用明細表より

④－⑤

備            考

「網使用料算定根拠」記載の（別紙６）中継伝送路に係る設備の固定資産明細表よ
り （建物・構築物・土地・建設仮勘定除く）

4,237 「網使用料算定根拠」記載の（別紙５）中継伝送路に係る設備の費用明細表より
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Ⅱ　とう道に係る年額料金

再) 減価
償却費

1 北海道 39,665 8,032,331 378,550 202,504 40,527 9,544 116 49 25 2,877 43,594

2 青森 1,207 178,953 6,843 148,263 28,354 5,669 85 36 18 605 29,098

3 岩手 1,152 745,550 11,721 647,179 109,193 10,174 371 156 79 11,676 121,475

4 宮城 18,333 6,246,194 234,901 340,708 64,941 12,813 195 82 42 4,464 69,724

5 秋田 440 75,048 3,088 170,564 33,114 7,018 98 41 21 1,399 34,673

6 山形 805 231,228 11,209 287,240 57,872 13,924 165 69 35 3,978 62,119

7 福島 4,592 1,140,594 38,709 248,387 46,433 8,430 142 60 30 3,597 50,262

8 茨城 1,411 280,494 13,055 198,791 39,667 9,252 114 48 24 394 40,247

9 栃木 936 252,451 10,727 269,713 52,727 11,460 154 65 33 2,153 55,132

10 群馬 1,983 346,517 14,829 174,744 34,214 7,478 100 42 21 ▲ 3,162 31,215

11 埼玉 3,548 808,930 36,855 227,996 45,271 10,388 131 55 28 1,102 46,587

12 千葉 15,963 3,327,513 143,658 208,452 40,893 8,999 119 50 26 1,312 42,400

13 東京 293,745 106,037,852 3,898,093 360,986 68,501 13,270 207 87 44 4,982 73,821

14 神奈川 30,081 11,421,507 510,338 379,692 75,058 16,965 217 92 47 2,219 77,633

15 新潟 1,089 261,892 11,080 240,489 46,969 10,174 138 58 30 ▲ 628 46,567

16 山梨 720 112,686 3,597 156,508 28,942 4,996 90 38 19 2,215 31,304

17 長野 1,008 191,706 9,553 190,185 38,575 9,477 109 46 23 216 38,969

※とう道にはとう道・とう道用電気設備・監視装置を含む。

※当社の固定資産管理単位の都合上、一部行政区域と合致しない地域があるが、該当する地域については当社の固定資産管理単位に従って算定した。

⑤調整額

とう道

行政
区分

正味固定
資産価額
（千円）

減価償却費
（千円）

④利益
対応税

合計
（①＋②＋③＋④

＋⑤）×（１＋「網使
用料算定根拠」記
載のⅩⅣ．料金設
定に使用した貸倒

率）

１ﾒｰﾄﾙごとの年額料金（円）

No.
③自己

資本費用
距離（m）

1メートル当たり
正味固定
資産価額
（円/m）

①設備管理運営費

②他人
資本費用
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Ⅲ　管路に係る年額料金

再) 減価
償却費

1 北海道 33,368,425 29,206,011 1,454,149 875 177 44 1 0 0 13 191

2 青森 9,038,859 7,953,751 374,204 880 176 41 1 0 0 12 189

3 岩手 10,286,658 16,400,235 578,895 1,594 300 56 1 0 0 60 361

4 宮城 13,163,527 22,588,559 801,653 1,716 323 61 1 0 0 46 370

5 秋田 7,561,173 7,288,608 339,604 964 192 45 1 0 0 8 201

6 山形 7,607,526 6,776,017 311,133 891 177 41 1 0 0 15 193

7 福島 11,319,978 13,786,073 624,073 1,218 241 55 1 0 0 14 256

8 茨城 15,741,898 16,926,329 784,932 1,075 214 50 1 0 0 9 224

9 栃木 11,871,360 15,262,579 671,394 1,286 253 57 1 0 0 17 271

10 群馬 10,486,506 13,034,411 613,609 1,243 249 59 1 0 0 9 259

11 埼玉 21,831,222 27,732,590 1,356,881 1,270 256 62 1 0 0 3 260

12 千葉 26,098,327 30,188,469 1,453,161 1,157 233 56 1 0 0 12 246

13 東京 57,613,454 136,381,113 6,251,753 2,367 471 109 1 1 0 22 495

14 神奈川 26,597,423 48,710,127 2,080,112 1,831 358 78 1 0 0 4 363

15 新潟 14,279,675 18,556,194 747,750 1,299 251 52 1 0 0 31 283

16 山梨 5,579,967 8,251,130 354,650 1,479 290 64 1 0 0 14 305

17 長野 13,929,740 13,980,496 683,974 1,004 203 49 1 0 0 18 222

※管路には管路・マンホール・ハンドホールを含む。

※当社の固定資産管理単位の都合上、一部行政区域と合致しない地域があるが、該当する地域については当社の固定資産管理単位に従って算定した。

Ⅳ　電柱に係る負担額

　２０２２年４月１日から２０２３年３月３１日までの間に適用する負担額

区       　分 金　　額　　等 備        考

10,366 （単位：円）

784 （単位：円）

494 （単位：円）

3 （単位：円）

1 （単位：円）

1 （単位：円）

57 （単位：円）

846 （単位：円）

⑤調整額

①取得固定資産価額

No. 距離（m）

1メートル当たり
正味固定
資産価額
（円/m）

管路

１条あたり１ﾒｰﾄﾙごとの年額料金（円）

③自己
資本費用

④利益
対応税

行政
区分

正味固定
資産価額
（千円）

合計
（①＋②＋③＋④

＋⑤）×（１＋「網使
用料算定根拠」記
載のⅩⅣ．料金設
定に使用した貸倒

率）

①設備管理運営費

②他人
資本費用

減価償却費
（千円）

１使用箇所あたり

③他人資本費用

（再掲）減価償却費

②指定設備管理運営費

（②＋③＋④＋⑤＋⑥）×（１＋「網使用料算定根拠」記載のⅩⅣ．
料金設定に使用した貸倒率）

⑦年額料金（１使用箇所数ごと）

⑥調整額

⑤利益対応税

④自己資本費用
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